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はじめに 

 

 河道の直線化やコンクリート化などに代表される効率性を重視した治水

対策は、一刻も早く安全に洪水を海に流すことにより、従来の氾濫原の宅

地化･農地化を推進し、我が国のこれまでの発展に大きく寄与してきたと

ころです。一方、その過程においては、必ずしも自然環境に配慮した対応

が取られてきたとはいえず、このことが近年、河川における生物の生息･

生育環境を悪化させてきたことの一因となっていることも否定できません。 

 このような中、平成９年に河川法が改正され、従来からの｢治水｣と｢利

水｣に加え、｢河川環境の整備と保全｣が法の目的に追加され、河川管理者

として、積極的に関連施策等に取り組みつつあるところです。 

 例えば、平成２年度にパイロット事業として開始された「多自然型川づ

くり」は現在では災害復旧事業まで含めた全ての河川整備において行われ

るとともに、自然環境が人為的に改変された場所で、特に自然環境の保

全・復元が必要な箇所について、蛇行河川の復元や湿地の保全･復元など

を目的とした｢自然再生事業｣が平成 14 年度からスタートするなど、河川

行政としても生物多様性の回復により一層努めていくこととしています。 

 また、これらの施策を科学的に進めるために、平成２年度から｢河川水

辺の国勢調査｣が、また平成７年度から｢河川生態学術研究｣が、さらに平

成 10 年度からは｢自然共生研究センター｣での研究が開始されるなど、調

査･研究についても積極的に取り組んでいます。 

 これらと並行して、魚類の遡上･降下環境の改善を目的に、当時は経験

の浅かった魚道整備に試行的に取り組み、堰、床固、ダム及び砂防ダム等

の河川横断施設について、施設とその周辺の改良、魚道の新設･改善、魚

道流量の確保等を計画的、積極的に実施すべく、｢魚がのぼりやすい川づ

くり推進モデル事業｣が平成３年度から開始されました。 

 モデル事業の実施に際しては、平成４年度に｢魚がのぼりやすい川づく

り推進検討委員会｣(6 ページ参照：以下、｢委員会｣とする)を設置し、指

定された多摩川や太田川など 19 のモデル河川における実施計画の作成や



    

個別魚道の設計に関し、委員会からのアドバイスなどをいただきつつ進め

てきたところです。 

 同モデル事業の開始後 10 余年が経過した現在、モデル河川を中心に魚

類の遡上･降下環境には一定の改善が見られてきました。一方、これまで

のモデル河川等における実施事例や関連する他の取り組みから、魚類等の

遡上･降下環境の改善にあたっては、水量・水質を含めた生息環境の保全

や河川の周辺水域との連続性の観点からの検討や専門家の助言を得ながら

個々の現場に応じた設計を進めることが必要であることが分かってきまし

た。また、事業の目的や主旨についての説明責任を果たすとともに、必要

な場合は河川整備計画に位置づけるなど周辺住民の理解と協力を十分に得

ることが重要です。 

 魚類等は河川における多様な生態系の重要な位置を占めています。従っ

て、魚がのぼりやすい川づくりを実現し、魚をとりまく生態系を再生して

いくことは、それぞれの河川が有している本来の姿を取り戻すことにつな

がります。 

 これらの観点等を踏まえ、｢魚がのぼりやすい川づくり｣に向けた取り組

みを全国的に一層強力に推進すべく、委員会において検討を重ねた上で、

魚類等の遡上･降下環境の改善に携わる全国各地の現場の河川管理者や設

計者の方々向けの技術的な手引きとして本書を取りまとめたものです。 

 

河川横断施設などにより魚の遡上・降下に影響を与えている河川が今も

多くあります。魚道は失った河川の機能を取り戻すための一つの手段であ

り、魚道も含めて魚がすみやすい、また、魚以外の生物もすみやすい川の

姿を再生するため、種々の生息環境の改善、整備に取り組む必要がありま

す。このことは河道計画等の策定においても基本的な姿勢であり、本書を

参考にしていただきながら、全国各地で魚がのぼりやすい川づくりが推進

されることを心より期待しています。なお、本手引書は、今後の技術の進

展、知見の集積とともに、必要に応じて改訂、修正していくこととしてい

ます。 
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